第６回高知県社会教育委員会（平成２０年８月１日から平成２２年７月３１日任期）会議概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成２２年２月２３日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４：００～１６：３０～
場所：高知県教育センター　分館　第一研修室
１．開会
　高知県社会教育委員長　挨拶
２．全国生涯学習フォーラム高知大会進捗状況　　　生涯学習課長より説明
質疑応答
（委員長）地域を変革する人をどう育てるか、ということが教育的視点をもった論議となる。
（生涯学習課長）テーマ別フォーラムのそれぞれのテーマすべてに人材育成は関わっている。
（委員）なぜ今人材づくりなのか。活動したくてもできない若者たちの状況にいついて、なぜそうなっているかという課題認識が大切だと思う。
（生涯学習課長）今日は事業概要であり、資料として持ってきていないが、実施計画書には現状と課題の分析をし、示している。
（委員）育った人材が高知にもどって、地域で活躍する姿がみえることは良いと思うし、大切だと思う。高知であんなことができるかもしれないという夢がもてる。
（委員）今の課題をどうとらえるかはいろんな角度からの視点があると思う。経済的な視点ではなく、教育的な視点からみれば、お金があっても学ばない人もいるし、お金かなくても学ぶ人はいる。
いきいきしている人との出会いがないとか、あきらめているとかというそういう視点での課題認識もあるだろう。産業振興基本計画もそうであるが、ともすると経済的な視点からの見方になってしまう傾向にある。
（委員）中山間地域など、地域を引っ張っていくべき若者が地域にひきこもっている現状をどう解決するかを考えなければならない
（生涯学習課長）大川村では花の育成で頑張っている青年の話に感動した。大川村という気候・土地の条件を前向きにとらえ、生かした活動をしている。
（委員）お二人の意見は両方とも良く理解できる。頑張っている人の話を聞いて、「自分も」と前向きにとらえられる人もいるが、一方で逆に落ち込んでしまう人もいる。必ずしも前向きに考えられる人ばかりでないという現実をふまえて、そういった人にもスポットをあてた支援の在り方も考える必要があると思う。結局は若者に夢を与えるキーマンの存在が重要であり、それは職場のトップであると思う。生涯学習の人材育成の最終の場は職場であると思うので、企業を巻き込んで若者育成に取り組むべきだ。変革する人とはどういう人かを考えて、その人をどう育てていくか、である。
（委員）何かした人に注目が集まるが、何もしていない人が大事で、そこに注目するべきだ。
（生涯学習課長）教育の中で若者が若者らしく生きていくための支援を、社会教育委員の方々の意見を聞きながら行っていきたい。
（委員）地域に埋もれている若者の声が届くしくみづくりができないだろうか。
（委員）社会との接点や生きているだけで意味があると感じるきっかけをつくる仕組みづくりができればよい。
（委員）イベントを生かす、イベントで生かす、その意味でイベントは良いきっかけになる。
（委員）人に指導されるのではなく、自分から見て聞いて、体験してほしいですね。
（委員）強者でも弱者でもない第３の若者にスポットをあてる取り組みを高知モデルとして発信してほしい。
２．議事
（１）協議題「地域で子どもや学校教育を支える仕組みづくり」についての意見集約
協議
原案説明　　委員長
（委員）実際に運営している立場でいえば、やはり報償の件が課題となる。有償の場合は財源が持続するよう工夫をしなければならない。無償のボランティアといえども、持続することを考えれば、若干でも報償を考えていくべきだろう。県のアクションプランにおいてもそういう方向で考えている。持続を考えていくのであれば、県と市町村の間で支援の在り方を検討すべきだろう。生涯フォーラムもどういう仕組みでどんな人材をどのように引き出すかを問う内容になっていくものだと思っている。様々な課題はそれぞれの部署が解決すべきことで、社会教育のサイドでどうやっていくかを高知方式などで発信するとよいだろう。
（委員長）基本的には住んでいる地域・市町村がどんな将来像を持っているかが大事だろう。それを県がどう援助できるかということだろう。その「仕組み」という大事な視点を示してもらった。
（委員）それぞれの市町村の個性を尊重した支援体制が県でできればよいだろう。「老人力」も老いを認めながら、楽しんで生きていこうとする意味である。そういう気付きをしたそれぞれの人達が繋がりあっていける仕組みづくりができたら良いと思う。
（委員長）学校支援地域本部事業などもそういうきっかけづくりになるものだ。国の援助がなくなっても、市町村が継続してとりくめる仕組みを県がつくっていくべきだろう。
（委員）社会の側からみてどのような子どもに育ってほしいのかを示すことも大切だと思う。
（委員）統廃合で学校がなくなった地域への支援もあれば良いと思う。
（委員）地域をまとめるのは、学校という組織が一番大きな力となる。子どもを媒体としてまとまることができる。統合により、学校がなくなった地域はまとまりにくい傾向がある。
（委員）土佐町の生涯楽習学校の取り組みは、子どもたちと一緒に学習できることが素晴らしい。できれば、自分も参加したいと思う。
（委員）越知町の廃校も利用されている。
（生涯学習課長）高等学校では中芸高校、大方高校は地域の生涯学習の拠点となっている。大方高校はコミュニティースクールとして地域に学校の運営を任せている。地域コミュニティーの再生の核としての学校の在り方について、具体的な施策の提案をいただきたい。
（委員）学校教育の場合、先生の求めに応じてサポートすることが一番重要である。それはそれとして、学校を支援しながら学校を「遊ぶ」場にすれば良いと思う。「遊ぶこと」が自然と子どもを支援することにつながる。
（委員長）社会教育法ができた時点で、学校を地域の人が使うという視点は入っていた。改めて今地域が元気になる意味で大事になってきている。支援することが自分たちの楽しみにもつながる場が学校であるという認識が広まることだろう。子どもたちを支援することが自分たちの学びにつながるという視点で今回の原案は提案している。学校のニーズがどういったものなのかという教員の発信力が大切になってくる。
（委員長）学校を核とすると、いろいろなことが学校に持ち込まれてこそ意味がある。それを教員がやるかということは別問題で、ソーシャルワーカーや社会教育主事など専門職が入って行うべきこともあり、この提案にどう示すか検討している。
（委員）先生方も地域のことを知っていないと深くかかわれないように感じる。仲介する方の存在が必要だ。学校行事に参加してもその後がなくてつながっていかない。
（委員長）そういったことで、つなぎ役のコーディネーターの存在が重要だろう。
（生涯学習課長）学校と地域のつなぎ役はやはり地域の人でなければならないと思う。地域の願いで学校は成り立っているので、赴任された管理職はそういう意識をもって学校運営をするべきだと思う。負担面でも県と市町村が一緒にやりましょうという意識でなければ持続は難しいと思う。
（委員）支援に入ってくれている人へのしばりも多いので、いろんなことを兼ねてやってもらえるような柔軟な対応も必要だ。
（委員）コーディネーターや仲介役の人は学校のシステムを十分理解している方が良いと思う。その上で地域のニーズを知っていることで良い提案を実際に生かすことができるだろう。
（委員）先生の任期も短いと地域をようやく理解したころに転出してしまうので、任期の長さも考えてほしい。
（委員）先生が地域と繋がるきっかけづくりを仕組むことも大切だ。
（委員長）皆様のご意見を聞いて、提案を修正したい。事務局の実状等意見も参考にして最終案を提案したい。
今後の日程について　　　生涯学習課説明
４．閉会　　　　　生涯学習課長挨拶
